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▶今回の号内特集は“核医学　最近の話題”です。少し前までは核医
学領域の号内特集はテーマを1つ定め､ それに沿った論文を数編まとめ
て掲載していましたが，今回は分野横断的な内容で核医学の最近のトピッ
クについて広く触れることができる企画としました。もし希望されるテーマな
どがございましたら､ リクエストをいただければと思います。
▶特集記事でも述べられているように，新しい診断用薬剤や新しい核医
学治療の保険診療での使用が立て続けに開始され，核医学は今大きな
変貌をとげつつあります。当院の核医学診療もこれに呼応した体制構築
のための準備に追われ､ 大忙しです。具体的には､これまでビザミル®の
みを使用していたアミロイドPETでは，本年 2月より新しい自動投与装置
を購入してアミヴィッド®でも検査を行えるようにしました。2026 年度に
入ってからは特別措置病室を設置してルタテラ®による神経内分泌腫瘍
の治療を開始し，次いでプルヴィクト®による前立腺癌の治療を始める予
定です。現在当院で使用しているPET装置は2010 年から使用してい
る古いもので，26年度末までに新しい装置に更新し，さらに待機室を増設
することで検査受け入れ人数を増やし，新しい装置のスループットの高さを
利用した検査体制とします。装置側の準備が完了したところで，ガリア
ファーム®68Ge／68Gaジェネレータを導入して前立腺癌のPSMA－PET検
査も開始します。われわれ画像診断科は，放射線技術科，看護部，薬剤
科，医事課，消化器内科，消化器外科，腎泌尿器科との会議を昨年か
ら幾度となく行い，ときに講師をお招きして講演をお願いし，他施設の見学
なども検討しています。会議では毎回 30名近くのスタッフが参加し，これ
から行うことの大きさを実感しています。診療体制の大きな変更でいろいろ
と大変ですが，新しい核医学診療を提供することで，地域医療への貢献を
目指しています。
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